
第２回 笛吹市介護保険運営協議会 

 

議 事 要 旨 

 

開催日時：令和 2年 10月 13日（火）午後 1時 30分～午後 3時 

開催場所：笛吹市役所市民窓口館 3階 302会議室 

 

出席者（委員 13名） 

（委員）芦澤委員、中村委員、近藤委員、佐藤委員、雨宮委員、須田委員、 

荻野（健）委員、荻野（陽）委員、竹内委員、久保田委員、霜村委員、武川委員、 

伊原委員 

（欠席） なし 

（事務局）保健福祉部 飯島部長 

     長寿介護課 新開課長 

     長寿介護課 5名 

     事業計画策定業務受託事業者 1名 

傍聴人：4名 

 

【次第】 

1 開会 

2 会長あいさつ 

3 議事 

   （1）笛吹市高齢者福祉計画・第 8期介護保険事業計画策定について 

（2）その他 

4 その他 

5 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【議事（要旨）】 

（1）笛吹市高齢者福祉計画・第 8期介護保険事業計画策定について 

事務局より資料に基づき説明 

 

委員長   ご質問等ありますか。 

 

委員    「地域共生社会」と「地域包括ケア」の関係性について少しわかりづらい、「感

染症対策を通した医療と介護の連携」とは、具体的にどの様なことを想定し

ているか？ 

 

事務局   「地域共生社会」は「生活支援体制整備」と関わりが深いので、そちらにも

記載します。この部分の表記については、「地域共生社会の実現に向けて地域

包括ケアの深化を進める」に変更します。 

      医療と介護の連携については、新型コロナウイルスやインフルエンザなどに

ついて、連携会議において情報の共有を推進することを想定しています。 

 

委員    2025年問題と第 8期との関わりについて教えていただきたい。 

 

事務局   今回、国から示された指針によると、2025 年と 2040 年を見据え、第 8 期計

画を策定するとされています。2025 年は 2040 年への通過点と捉え、第 8 期

は第 7期で行った事業の充実や改善を行い、2040年に向けた土台作りに取り

組むと考えています。 

 

委員    地域包括ケア体制の構築とあるが、既に構築は出来ているとの認識であれば

表記を変えてはどうか？ 

 

事務局   変更します。 

 

委員    高齢者の社会参加と高齢者の居場所づくりの 2 点について、具体的な取り組

みを伺いたい。 

 

事務局   住民主体の通いの場への補助金を用意して、居場所づくりへの取り組みを行

っています。また、通いの場の運営を住民が行うことが、社会参加すること

との認識を持っています。 

 

委員    「居場所をつくる」の表記は、市が用意するように思えてしまうので、改め



てはどうか？ 

 

事務局   変更します。 

 

委員    住民主体の活動について、現状を教えて下さい。 

 

事務局   週に 1回程度通える場として、百歳体操やフレイル事業などを行っています。 

 

委員    「在宅生活の継続に必要なサービスの充実」とありますが、笛吹市は介護保

険のサービスについて、まだ追加が必要なサービスがあるのでしょうか？ 

 

事務局   現状のサービスで充足していると考えます、サービスの供給量を増やす必要

がありますので、表記を変更します。 

 

委員    「専門職によるサービスの受け皿の不足」「サービス利用の促進」「適切なサ

ービスの確保」と記載されており、矛盾を感じるがどうか？ 

 

事務局   家族の負担軽減のために、サービス利用の促進が必要であるが、専門職によ

るサービスの受け皿が不足しているので、必要なサービスの確保が求められ

ているというのが考え方です。矛盾を感じないような表記に変更します。 

 

委員    災害時要支援者台帳について、具体的な取り組みの考えはあるか？ 

 

事務局   防災危機管理課と福祉総務課において、運用を行っている中で、問題点や課

題の把握と、取り組みの詳細について検討を行っている。 

 

委員    福祉避難所は最初から開設されないのか？ 

 

事務局   設置する場所は決まっておりますが、開設するタイミングの基準が現在は明

確ではありませんので、検討課題である認識は持っています。 

 

委員    認知症高齢者を介護する家族への支援は、具体的にどの様なことを考えてい

るか？ 

 

事務局   認知症カフェを設置して、介護する家族のつながりや情報共有の手助けを行

います。 



 

委員    認知症の家族を介護している方がいる、その方は介護施設にボランティアも

行っている。そのような方に対して表彰などの用意があるか？ 

 

事務局   現在はそのような用意はありません。 

 

委員    社会福祉協議会にボランティアに対する表彰の用意がありますので、ご相談

をしてみて下さい。 

 

委員    介護保険の適正な利用に関して市から事業所に対して指導がありますが、制

度が複雑であるために誤りが発生することがあります。間違いは間違いです

が、間違えやすい部分などの説明などもいただけるとありがたいです。 

 

事務局   承知しました。 

 

委員    介護給付費適正化 5事業とは？ 

 

事務局   「認定調査状況チェック」「ケアプランの点検」「住宅改修及び福祉用具等の

点検」「医療情報との突合・縦覧点検」「介護給付費通知」の 5つです。 

 

 

（2）その他 

委員長   何かございますか。 

 

特になし 

 

【閉会】 


